
５
年
連
続
首
位

群
馬
県
・（
有
）品
川
牧
場

―
令
和
５
年
次
　
都
府
県
登
録
頭
数
―

１位「スーパー　アコム」
都府県・生涯乳量　令和６年１～２月

宮崎県・前原和明さん

１
位
　
前
原
和
明
さ
ん

（
宮
崎
県
）

２
位
　
菊
池
進
一
郎
さ
ん

（
静
岡
県
）

３
位
　
糟
谷
英
文
さ
ん

（
千
葉
県
）

全　　　　　　　酪　　　　　　　新　　　　　　　報（７） 第２５９０号（第３種郵便物認可）２０２４年（令和６年）３月日
　
令
和
５
年
１
月
～

月
に

都
府
県
で
血
統
登
録
さ
れ
た

雌
牛
に
つ
い
て
、
日
本
ホ
ル

協
の
会
員
別
に
登
録
頭
数
を

と
り
ま
と
め
た
。
都
府
県
で

昨
年
１
年
間
に
血
統
登
録
さ

れ
た
雌
牛
は
３
万
７
７
９
３

頭
で
前
年
よ
り
５
４
６
４
頭

の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
血
統

登
録
を
申
し
込
ん
だ
酪
農
家

戸
数
は
２
９
０
０
戸
で
前
年

よ
り
２
８
６
戸
減
少
し
、
酪

農
家
１
戸
あ
た
り
の
血
統
登

録
頭
数
は

・
０
頭
と
な
っ

た
。

　
表
１
に
は
最
近
８
年
間
の

登
録
頭
数
と
登
録
実
施
農
家

戸
数
の
推
移
を
示
し
た
。
酪

農
家
戸
数
は
依
然
と
し
て
減

少
傾
向
で
、
登
録
頭
数
も
令

和
元
年
を
ピ
ー
ク
に
下
り
坂

で
あ
る
。
１
戸
あ
た
り
の
登

録
頭
数
を
見
る
と
農
家
の
規

模
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
昨
年
は
そ
れ
も
減
少
に

転
じ
た
。

　
表
２
に
昨
年
１
年
間
に


頭
以
上
の
血
統
登
録
を
実
施

し
た
会
員
を
示
し
た
。
集
計

で
は
家
族
会
員
な
ど
は
１
つ

に
ま
と
め
て
、
登
録
頭
数
の

多
い
会
員
名
で
表
示
し
た
。

　
最
も
多
か
っ
た
会
員
は

（
有
）品
川
牧
場（
群
馬
県
）

の
３
７
９
頭
で
、
５
年
連
続

の
首
位
獲
得
と
な
っ
た
。

　
２
位
は
（
農
）
吉
野
牧
場

（
群
馬
県
）
の
３
２
７
頭
、

３
位
は
小
岩
井
農
場
（
岩
手

県
）
の
２
７
３
頭
、
４
位
は

Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
牧
場
（
株
）（
愛

知
県
）の
２
６
７
頭
と
続
く
。

５
位
（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン

タ
ー（
福
島
県
）２
４
３
頭
、

６
位
野
村
栄
一
さ
ん
（
茨
城

県
）２
４
１
頭
、７
位（
有
）

Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
　
Ｆ
Ａ
Ｒ

Ｍ
（
茨
城
県
）
２
３
５
頭
、

８
位
山
中
誠
さ
ん（
岡
山
県
）

２
２
４
頭
、
９
位
古
川
牧
場

（
株
）（
群
馬
県
）
２
０
１

頭
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

令
和
５
年
次
は
上
位
９
会
員

が
年
間
２
０
０
頭
以
上
を
登

録
し
た
。

　
以
下
、
（
有
）
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
デ
ー
リ
ィ
フ
ァ
ー
ム

（
群
馬
県
）
、
（
株
）
チ
ェ

ス
ナ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
（
茨
城

県
）
、
（
株
）
ブ
ッ
シ
ュ
ク

ロ
ー
バ
ー
ズ
（
鳥
取
県
）
、

（
株
）
み
ん
な
の
牧
場
（
鳥

取
県
）
、
（
有
）
安
曇
野
牧

場
（
長
野
県
）
、
（
株
）
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ（
熊
本
県
）、

伊
藤

行
さ
ん（
栃
木
県
）、

（
株
）
赤
羽
根
Ｐ
Ｖ
フ
ァ
ー

ム
（
愛
知
県
）
、
雪
割
牧
場

（
有
）（
福
島
県
）、（
株
）

フ
ェ
リ
ス
ラ
テ（
福
島
県
）、

（
有
）阿
部
牧
場（
熊
本
県
）、

（
有
）
今
村
ふ
れ
あ
い
牧
場

（
福
岡
県
）
、
ゆ
う
き
青
森

農
業
協
同
組
合（
青
森
県
）、

（
株
）竹
信
牧
場（
岡
山
県
）

の
計

戸
が
昨
年
１
年
間
で

１
０
０
頭
以
上
を
登
録
し
た
。

　
今
回
と
り
ま
と
め
た
年
間


頭
以
上
の
登
録
を
行
っ
た


農
家
の
内
、
９
割
以
上
の


農
家
が
自
動
登
録
を
実
施

し
て
い
る
（
表
中
、
＊
を
表

示
）
。

　
多
頭
数
飼
養
農
家
で
は
申

込
書
不
要
、
料
金
割
引
、
登

録
洩
れ
の
防
止
、
移
動
料
無

料
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
自
動
登
録
を
今
後
も
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
令
和
６
年
１
月
か
ら
２
月

に
都
府
県
で
検
定
成
績
証
明

さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
表

に
は
上
位

頭
を
示
し
た
。

今
回
は
７
頭
が
総
乳
量（
Ｍ
）


万
㌔
を
突
破
し
た
。

　
今
回
の
１
位
は
前
原
和
明

さ
ん
（
宮
崎
県
）
の
「
ハ
ピ

ニ
ス
フ
ア
ー
ム
　
ヒ
ラ
リ
ー

　
ス
ー
パ
ー
　
ア
コ
ム
」
の

検
定
回
数
９
回
で
検
定
日
数

３
６
５
２
日
、
Ｍ

万
５
５

２
２
㌔
、
総
乳
脂
量
（
Ｆ
）

６
３
８
４
㌔
、
平
均
乳
脂
率

（
Ｆ
％
）
３
・
９
％
、
総
乳

蛋
白
質
量
（
Ｐ
）
５
８
５
２

㌔
で
あ
っ
た
。
こ
の
成
績
は

宮
崎
県
内
で
乳
量
・
乳
脂
量

と
も
に
歴
代
１
位
の
成
績

で
、
全
国
で
も
乳
量
・
乳
脂

量

位
と
な
る
。
母
牛
の

「
ヘ
ン
カ
シ
ー
ン
　
プ
ロ
ン

ト
　
プ
ロ
ミ
ス
」
が
北
海
道

湧
別
町
の
五
島
牧
場
か
ら
導

入
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
牛
も

乳
量
は
県
内
歴
代

位
の
成

績
を
持
っ
て
い
る
。
ア
コ
ム

は
現
在
８
頭
の
娘
牛
、
２
頭

の
息
子
牛
、

頭
の
孫
牛

（
そ
の
う
ち
２
頭
雄
牛
）
、

２
頭
の
ひ
孫
牛
が
お
り
、
今

後
も
同
牧
場
を
支
え
て
い
く

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
２
位
は
菊
池
進
一
郎
さ
ん

（
静
岡
県
）
の
「
チ
ヤ
ー
ム

　
マ
ウ
ン
ス
　
ブ
レ
ー
ク
ア

ウ
ト
　
ギ
ン
」
の
検
定
回
数

８
回
で
検
定
日
数
３
０
３
７

日
、
Ｍ

万
１
９
２
７
㌔
、

Ｆ
４
５
４
０
㌔
、
Ｆ
％
４
・

１
％
、
Ｐ
３
６
１
３
㌔
で
あ

っ
た
。
静
岡
県
内
で
乳
量
歴

代
６
位
、
乳
脂
量
歴
代
７
位

の
成
績
。
母
牛
は
山
梨
県
富

士
河
口
湖
町
の
山
口
牧
場
よ

り
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

た
び
全
産
次
の
検
定
証
明
を

一
括
申
請
し
た
こ
と
で
記
録

達
成
と
な
り
、
菊
池
牧
場
初

の

万
㌔
突
破
牛
と
な
っ

た
。
全
乳
期
を
通
し
て
、
乳

脂
率
が
３
・
５
％
を
超
え
て

い
る
。

　
３
位
は
糟
谷
英
文
さ
ん

（
千
葉
県
）
の
「
ア
ク
テ
イ

ブ
デ
ー
ル
　
ブ
ラ
ク
ス
ト
ン

　
フ
ア
ム
　
Ｅ
Ｔ
」
の
検
定

回
数
７
回
で
検
定
日
数
３
１

０
４
日
、
Ｍ

万
１
３
５
１

㌔
、
Ｆ
４
０
６
２
㌔
、
Ｆ
％

３
・
６
％
、
Ｐ
３
３
１
５
㌔

で
あ
っ
た
。
乳
量
・
乳
脂
量

と
も
に
千
葉
県
内
歴
代
５

位
。
Ｅ
Ｔ
生
産
牛
で
両
親
は

ア
メ
リ
カ
産
。
初
産
か
ら
順

調
に
乳
量
１
万
㌔
を
突
破
し

て
お
り
、
乳
生
産
に
優
れ
て

い
る
。娘
牛
が
３
頭
い
る
が
、

そ
の
う
ち
２
頭
も
初
産
の
乳

量
か
ら
１
万
㌔
を
突
破
し
て

い
る
。

　
４
位
は
田
中
悠
太
さ
ん

（
福
岡
県
）
の
「
ウ
オ
ー
カ

ー
　
Ｚ
Ｒ
　
Ｐ
・
フ
イ
ン
リ

ー
　
ア
ー
ロ
ン
」
の
検
定
回

数

回
で
検
定
日
数
３
４
９

５
日
、Ｍ

万
１
０
１
０
㌔
、

Ｆ
４
１
６
３
㌔
、
Ｆ
％
３
・

８
％
、
Ｐ
３
４
８
２
㌔
。
遡

れ
る
限
り
８
世
代
前
よ
り
田

中
牧
場
で
飼
養
さ
れ
て
い
る

血
統
で
あ
り
、
今
回
同
牧
場

初
の

万
㌔
突
破
牛
と
な
っ

た
。

歳
で

産
と
連
産
性

に
も
優
れ
て
い
る
。

　
５
位
は
（
株
）
荒
木
牧
場

（
熊
本
県
）
の
「
ヤ
マ
イ
ル

ド
　
ロ
ニ
ー
　
ブ
ラ
ウ
ラ
ー

　
ク
リ
ス
」
の
検
定
回
数
７

回
で
検
定
日
数
２
２
６
７

日
、
Ｍ

万
９
０
１
９
㌔
、

Ｆ
４
５
４
３
㌔
、
Ｆ
％
４
・

２
％
、
Ｐ
３
５
０
０
㌔
で
あ

っ
た
。
熊
本
県
内
乳
量
歴
代

５
位
、
乳
脂
量
歴
代
３
位
の

成
績
。
北
海
道
釧
路
市
の
山

口
牧
場
か
ら
導
入
さ
れ
、
ほ

ぼ
１
年
に
１
産
を
継
続
し
て

き
た
。
７
乳
期
す
べ
て
で
乳

量
１
万
㌔
を
突
破
（
最
高
乳

量
１
万
９
３
６
１
㌔
）
し
つ

つ
、
決
定
得
点

―
３
Ｅ
を

獲
得
し
て
い
る
。

　
６
位
も
同
じ
く
（
株
）
荒

木
牧
場
の
「
ア
ー
ク
ヒ
ル
　

Ｍ
Ｂ
Ｂ
　
ゴ
ー
ル
ド
ロ
イ
」

の
検
定
回
数

回
で
検
定
日

数
３
２
７
４
日
、
Ｍ

万
７

１
８
２
㌔
、Ｆ
４
１
８
５
㌔
、

Ｆ
％
３
・
９
％
、
Ｐ
３
３
２

７
㌔
で
あ
っ
た
。
熊
本
県
内

乳
量
・
乳
脂
量
歴
代
６
位
の

成
績
。
こ
ち
ら
は
６
世
代
前

か
ら
同
牧
場
で
飼
養
さ
れ
て

き
た
血
統
。
５
世
代
前
の

「
エ
ー
　
ア
ー
ル
　
ケ
ー
　

エ
ム
　
ビ
ー
　
ビ
ー
　
ゴ
ー

ル
ド
」
も

万
㌔
を
突
破
し

て
い
る
。

　
７
位
は
小
林
政
幸
さ
ん

（
長
野
県
）
の
「
ス
プ
レ
ン

ド
ー
ル
　
カ
ー
ド
ア
　
ア
マ

リ
リ
ス
」
の
検
定
回
数
９
回

で
検
定
日
数
２
８
５
９
日
、

Ｍ

万
６
８
２
２
㌔
、
Ｆ
３

５
７
８
㌔
、Ｆ
％
３
・
３
％
、

Ｐ
３
１
３
７
㌔
で
あ
っ
た
。

乳
量
成
績
で
長
野
県
内
歴
代


位
の
成
績
。

―
６
Ｅ
を

獲
得
し
て
お
り
、
生
産
面
と

体
型
面
、
両
方
に
優
れ
た
牛

で
あ
る
。
３
世
代
前
に
同
県

南
牧
村
の
新
海
牧
場
よ
り
導

入
さ
れ
た
、
８
世
代
前
か
ら

決
定
得
点

点
以
上
を
脈
々

と
獲
得
し
続
け
て
き
た
血
統

の
中
の
１
頭
。

　
ま
た
、
５
位
の
（
株
）
荒

木
牧
場
、
７
位
の
小
林
政
幸

さ
ん
を
は
じ
め
、
（
有
）
加

藤
牧
場
（
埼
玉
県
）
、
（
公

財
）
郡
山
市
観
光
交
流
振
興

公
社
（
福
島
県
）
、
千
葉
準

一
さ
ん
（
青
森
県
）
、
妹
尾

優
佳
さ
ん
（
岡
山
県
）
、
谷

口
学
さ
ん
（
京
都
府
）
、
佐

野
茂
樹
さ
ん
（
岩
手
県
）
、

小
針
勤
さ
ん
（
栃
木
県
）
所

有
牛
は

点
以
上
を
獲
得
し

て
お
り
、
体
型
に
お
い
て
も

優
れ
た
成
績
を
残
し
て
い

る
。


